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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　適当な穴にブラインド取付けし、それによって該穴に差し込んでシールするためのシー
リングプラグであって、
　スリーブ材からなると共に１つの閉じた端及び１つの開端を有するスリーブと、
　ヘッドを有するステムであって、該ヘッドの少なくとも一部がステムの残りに対して径
方向に拡張している、ステムと、
を備え、
　前記ステムヘッドはスリーブ内にあり、前記ステムは、前記ステムヘッドの内部断面寸
法よりも小さい内部断面寸法を有する前記スリーブの部分を通ることで該スリーブの開端
から突出し、
　前記ステムヘッドは、肩部を有し、前記スリーブが該肩部の少なくとも径方向の外側部
分に圧接されており、
　前記ステムヘッドは、前記スリーブ材よりも硬質の材料からなり、前記ヘッドと、該ヘ
ッドから遠い前記ステムの部分との中間の位置に弱化部分を備えて形成され、
　それによって、シーリングプラグが適当な穴に挿入され、該穴に前記スリーブが完全に
入り、前記スリーブに対する増加張力が前記ステムに加えられると、前記肩部が、該肩部
に隣接する前記スリーブに軸方向圧縮を加えることによって、前記スリーブを変形させ、
前記穴と係合するように径方向に拡張させ、その後、前記ステムは、前記弱化部分で砕け
、前記ヘッドが前記スリーブ内に残るようになっており、
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　前記ヘッドは、断面寸法が低減されたロッキング部を備え、それによって、前記スリー
ブが前記のように変形したとき、前記スリーブ材が少なくとも部分的に前記ロッキング部
に入って、前記変形したスリーブ中に前記ヘッドをロッキングするのを補助する、シーリ
ングプラグ。
【請求項２】
　前記ステムヘッドは、テーパが付けられており、それによって、前記スリーブの隣接部
分の径方向の拡張を補助する、請求項１に記載のシーリングプラグ。
【請求項３】
　前記スリーブの前記開端は、内部面取り部を備えている、請求項１または２に記載のシ
ーリングプラグ。
【請求項４】
　前記スリーブに対する増加張力がステムに加えられると、前記スリーブの前記内部面取
りは、取付け工具のノーズピースの円錐突出部と協働して、前記スリーブの前記開端付近
の領域において前記プラグの径方向の拡張を起こす、請求項３に記載のシーリングプラグ
。
【請求項５】
　前記ロッキング部は、環状溝によって提供される、請求項１に記載のシーリングプラグ
。
【請求項６】
　前記ロッキング部は、前記ヘッドの一部での逆テーパによって提供される、請求項１に
記載のシーリングプラグ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、適当な穴にブラインド取付けするための、それによってたとえば高圧流体にさ
からって差し込んでシールするための、閉端シーリングプラグ（closed end sealing plu
g）に関する。ブラインド取付けとは、穴の片側のみを介したアクセスによりプラグを取
り付けることを意味する。
【０００２】
他のタイプのシーリングプラグ（たとえば、商標ＡＶＳＥＡＬおよびＫＯＥＮＩＮＧ　Ｈ
Ｋで知られているもの）は、中空円筒形スリーブ、およびテーパ付ヘッド部を有するステ
ムを備え、このヘッド部をスリーブ中に引き出すことで、穴をふさぐまで径方向にスリー
ブを拡張させる。このタイプのプラグの主な不都合点は、ステムのテーパ付ヘッド部の表
面仕上げが、ステムヘッドとスリーブとの間の潜在的な漏れ経路を回避するために高水準
に制御されなければならないという点である。高水準の表面仕上げが首尾一貫して達成さ
れるのを確実にするために、ステム部品は、高品質の表面仕上げを有するワイヤから冷間
圧造によって製造されるか、さもなければバーから機械加工され、機械加工作業により高
品質の表面仕上げ加工がもたらされるようになっている。これらの方法はどちらもコスト
面での不利益を有しており、コストの点から見て、特殊な高品質の表面仕上げを有する必
要のないワイヤから冷間圧造によりステムを製造することが望ましい。
【０００３】
このことを達成するための１つの方法は、「閉端」設計を有することであり、これによっ
て、スリーブ部品が中空円筒形ではなく缶形状となる。しかしながら、このような閉端プ
ラグの初期設計（たとえばＧＢ　２３１４９０４ＢおよびＦＲ出願第９９０８３０４号に
示されるもの）は、ステムに対し特殊な品質のワイヤを使用する必要がなくて済むが２つ
の固有の欠点がある。第１に、スリーブの拡張が、スリーブの孔を通っておよびその孔か
ら完全にテーパ付ステムヘッドを引き出すことによって達成されるので、プラグの長さは
、ふさがれる穴内でその保持力を最大限にするために必ずしも長くない。第２に、テーパ
付ステムヘッドは、スリーブの低減された孔セクションを通って完全に引き出されて取り
外され、ステム全体が引き抜かれるため、取付けプラグに中実の芯部が何も残らない。こ
の結果、本発明による場合のようにステムヘッド部分が取り付け後にスリーブ内に留まっ
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ている場合よりも拡張したスリーブに大きい弾性回復を許してしまう。プラグのこれらの
初期設計は、施栓（plugging）の効果が低いことが知られている。すなわち、プラグは、
比較的低い圧力で漏れ、比較的低い圧力を用いることにより穴との係合を余儀なく解除さ
えされかねない。
【０００４】
本発明の１つの目的は、これらの欠陥を克服する閉端プラグを提供することである。
【０００５】
したがって、本発明の態様の１つでは、本発明は、請求項１に記載のシーリングプラグを
提供する。
【０００６】
本発明のさらに好適な特徴は、図２ないし図７に記載する。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の特定の実施形態を、シーリングプラグ全体を通した断面図であり、取付け工具の
骨組みおよび一部が軸方向断面で示され、ステムが立面図で示された添付図面の参照とと
もに例として記載する。
【０００８】
図１を参照すると、プラグは、閉端スリーブ１、およびブレークネック（breakneck）３
の形態をした弱化部分（weakened portion）を有するステム２を備える。ステムヘッド４
は、拡張部５、および該拡張部５の中間にある部分６、およびブレークネック３を有し、
このブレークネック３は、ステムの引張部（pulling portion）７と略同じ直径である。
拡張部５は、図示のように円周面２０にわずかにテーパが付いている。拡張部５と部分６
との間の移行部は、肩部８の形態をとる。ヘッドの拡張部５の円周面は、わずかにテーパ
が付いている。
【０００９】
スリーブ１の開端は、比較的短い内部面取り部１４を有して形成される。
【００１０】
ステム引き抜き部分７は、従来のブラインドリベット取付け工具との係合のための従来の
引き抜き溝（pulling groove）９を有する。
【００１１】
スリーブ１は、アルミニウムのような比較的軟質の材料から製造され、ステム２は、鋼の
ような比較的硬質の材料から作られる。
【００１２】
　スリーブ１は、ステムヘッド上でスリーブ１が肩部８の少なくとも径方向の外側部分に
圧接されるようにステム２に組み立てられる。
【００１３】
図２は、その環状ノーズピース１０が誘導部分（leading part）であり、加工材１２の穴
１１に挿入される、取付け工具に係合されたプラグを示す。ノーズピースは、円錐形突出
部１３を有し、その前縁は、スリーブ１の穴の面取部１４よりも小さい直径を有する。ノ
ーズチップ１０は、穴１１に嵌合する適当な直径を有する突出ボス１５を有し、このボス
は、穴１１内にプラグを引っ込ませる作用（effect of recessing）があり、それによっ
て、プラグスリーブ１が完全に穴１１内にあるようにし、スリーブの長さが加工材１２の
厚さよりも短くなるようにする。
【００１４】
取付け工具は、ブレークステムリベットまたはロックボルトを取り付けるのに一般に使用
されるタイプのものである。この取付け工具は、引き抜き溝９と係合することによって突
出プラグステムを把持する引き抜きつかみ部（pulling jaw）（図示せず）を備え、この
つかみ部は、ノーズピース１０から引っ込められている。ノーズピースの反発力は、スリ
ーブ１の開端に抗するものであり、そのため、スリーブ１に対して増加張力がステム２に
加えられる。
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【００１５】
　したがって、図３を参照すると、工具が作動すると、ステム２が、ノーズピース１０中
へ引き込まれ、そのため、ステムヘッド拡張部５が、工具のノーズピース１０の方に引か
れる。この初期の作用は、スリーブ穴の面取り部１４をノーズピース円錐形突出部１３に
押しつけることである。この引張力が増すにつれて、ノーズピース円錐形部１３の周りの
スリーブ１の領域１６が、径方向に、外に向かって押しやられて、穴１１の表面と密接す
る。ステムヘッドの肩部８とノーズピースとの間の圧縮力が増大することにより、スリー
ブゾーン１７（ステムの部分３および６の周り）における材料が拡張されてこの領域の穴
が埋まる。この負荷がさらに増大するにつれ、スリーブゾーン１７におけるスリーブ１は
、穴の表面に強く押しつけられて、しっかり係合される。この時点まで、スリーブ１の肩
部８に対する圧接は、負荷に耐えるのに十分である。
【００１６】
図４を参照すると、取付け工具がステムにさらに大きな力を加えると、スリーブの隣接面
は、肩部８の圧力下で可塑的に屈曲し始める。これにより、スリーブ１とスリーブの上半
分の周囲の領域１８の穴との間にいっそう大きな径方向圧力が生じる。引張負荷が増すこ
とにより、ヘッド４がスリーブに対し前方に移動し、ヘッドの後方に空隙２１が残される
。ステムヘッドの拡張部５は円錐面２０を有し、この拡張部５が、開端付近の、スリーブ
１の領域１８中に引き込まれるにつれ、円錐形態２０は、スリーブと、ヘッド拡張部５の
前端付近の領域１９内の穴１１との間の表面圧を実質的に増大させる作用を及ぼす。取付
け工具がステムに引張負荷を加え続けると、負荷は、ステムのブレークネック３が破損す
る時点まで増大する。ノーズピース１０を備え、ステム引き抜き部７を保持する工具つか
み部を備えたこの工具は、図５に示すように、取付けプラグにしっかり保持されたステム
ヘッド部４を残して加工材から取り外される。
【００１７】
先に言及した他のシーリングプラグに比して、このステムの比較的少量の軸方向移動は、
プラグと穴との間の有効なシールを形成するのに十分である。ステムの移動程度は、スリ
ーブ内に残った空隙２１（図５）の奥行きから測定することができる。ステムヘッド部４
は取付けプラグ内にしっかり保持されるので、スリーブのいずれの径方向の応力緩和が大
幅に防止され、そのため、プラグの取付け作業中に発生する、スリーブと穴との間の径方
向の高圧が、取付けプラグ内にステムヘッドが保持されない場合よりもしっかり取付けプ
ラグ内に保たれる。
【００１８】
図６および図７は、ステムヘッドの設計の実現可能な変更形態を示している。この場合、
ステムヘッド部６は、肩部８に隣接した環状溝２２を設けられている。溝２２の目的は、
ステムがスリーブ中に引き込まれるとき、スリーブ材が溝中に流動でき、取付けプラグの
スリーブ内でのステムの保持を補助する材料の輪２３を形成することである。あるいは、
同様の作用を、溝の代わりに、ヘッド部６に逆テーパを有することによりもたらすことが
できるであろう。
【００１９】
上記例のシーリングプラグは、高強度のシーリングを提供する。たとえば、直径８ｍｍの
穴をシールするように設計されたプラグは、適正に取り付けられた場合、約６００バール
の圧力に耐えるであろう。
【００２０】
本発明は、上記例および実現可能な変更形態の詳細部に限定されない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　使用前のプラグを示す図である。
【図２】　プラグの取付け時の一連の工程を示す図である。
【図３】　プラグの取付け時の一連の工程を示す図である。
【図４】　プラグの取付け時の一連の工程を示す図である。
【図５】　プラグの取付け時の一連の工程を示す図である。
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【図６】　図４と同様の図であるが、わずかに変更された形態のプラグを示す図である。
【図７】　図６の部分拡大図である。
【符号の説明】
１…スリーブ、２…ステム、４…ステムヘッド、８…肩部、１４…内部面取り部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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